
２０２１年度 環境保全活動実施報告 

【中四国地区】  

(1)実施日 2021 年 10 月 31 日(日) 

(2)実施場所 周防大島 片添ケ浜（山口県大島郡周防大島町） 

(3)参加者 ５５名(内社員家族 17名)＋（事務局）２名 ＝ 計５７名 

(4)協力 サザンセト交通、東和ふるさとセンター、サンシャインサザンセト、

海藻研究所、なぎさ水族館、道の駅とうわ 

(5)活動内容 海岸の清掃活動と環境保全セミナー 

 観光と環境の両立の実現に向けて、自然を観光資源としている観光地

に赴き、自然資源の保全、生物多様性についての意識向上を目的とし

て、海岸清掃と海洋研究家による環境保全講演を行い、地域の自然環

境を守りながら、観光業を活性化させ、住民の暮らしを良くしていく

ことを目指す「サスティナブルツーリズム」の一環として実施した。 

(6)スケジュール 10：00     山口県大畠駅前集合 

10：15     大畠駅出発 

10：50～11：50 片添ケ浜清掃 

12：00～13：30 昼食、入浴（サンシャインサザンセト） 

13：30～14：30 環境保全セミナー 

講師：海藻研究所所長 新井章吾様 

        テーマ「ニホンアワサンゴを守る段々畑と森」 

15：00～15：40 なぎさ水族館見学（学芸員による説明と見学） 

        海洋生物の保護活動の取り組みの説明と 

ニホンアワサンゴ等の見学 

16：00～16：30 道の駅とうわ 

地元産品、施設設備の見学（真宮島の環境保護活動 

状況視察） 

17：00     大畠駅到着（解散） 

(7)参加者の感想 ・清掃活動を通じて環境保全を再考する機会となった。 

・海岸掃除で今問題になっているプラスチックゴミの実態を目の当

たりにして危機意識が出来た。 

・周防大島はニホンアワサンゴの群生地であることをセミナーで知

り、プラスチックごみ以外にも陸地から流れる泥が原因でサンゴが

死滅する事も知り、とても勉強になった。 

・ゴミ拾いが島の景観維持に繋がる活動であると認識した。 

・子供と参加し環境について考える事の出来る良い機会でした。 

(8)その他情報 新型コロナウイルス感染症防止対策を行い活動した。 

健康チェックシートの提出、集合時の検温、バス乗車時の手指消毒、 

バス乗車人数を定員の 7割まで、バス座席は終日同一席、昼食はパー

テーション仕切りで 1テーブル 4人以下の着席、など。 

 

 



活動の様子 

 

 

 


